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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 6,262 △16.3 △76 ― △28 ― △118 ―

21年3月期第2四半期 7,481 ― △630 ― △565 ― △724 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △5.40 ―

21年3月期第2四半期 △32.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 17,065 13,063 76.4 592.78
21年3月期 17,865 13,217 73.8 598.97

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  13,042百万円 21年3月期  13,181百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 5.00 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,100 △12.3 130 ― 200 ― 40 ― 1.82
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご参照ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、平成21年11月12日現在の入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につきましては、様々な不確定要素が内在してお
りますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。なお、上記業績予想に関する事項は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結
業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 23,974,816株 21年3月期  23,974,816株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,971,985株 21年3月期  1,967,846株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 22,004,623株 21年3月期第2四半期 22,014,285株
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定性的情報・財務諸表等 
1. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年の秋以降の経済環境の悪化に歯止めがかか

らず、一部の経済指標から在庫調整の一巡などによる景気底入れの兆しが示されたものの、企業業績

や雇用情勢の悪化、設備投資の抑制、個人消費の低迷、円高ドル安の進行など、国内景気の先行き不

安が払拭されておらず、依然として厳しい状況が続いております。 

当通信機器業界におきましては、ＮＧＮ(ネクスト・ジェネレーション・ネットワーク)を始めとし

た光ネットワークに対応する、新たな製品・サービスの提供が進みつつあります。 

このような状況下で当社グループでは、システムソリューションとしての製品提案に注力するとと

もに、顧客のニーズを第一に考えた新製品開発に取り組んでまいりました。主力のビジネスソリュー

ションにおきましては、従来から培ってきた機能に、省スペース設計と先進の省電力モード、電話機

エコモードを搭載、携帯電話ブラウザとの連携等のＩＰ機能を充実させた、ハイブリッドタイプの新

シリーズとなるビジネスホンの販売を開始しました。コンシューマソリューションにおきましては、

各種無人装置の管理等で使用されるＰＨＳモジュール事業が立ち上がりつつあります。 

一方、経営体質の強化を図るため、パート社員・契約社員の配置の見直し、取締役・全従業員の給

料カット、設備投資の抑制等による固定費の削減、本社機構の前橋工場内移転、販売子会社の拠点集

約等諸経費の削減を図るとともに、営業力の強化、新製品開発の効率化、製品品質の向上、工場部門

のトータルコストダウン活動の強化等に取り組んでおります。 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高6,262百万円(前年同期比16.3％減)、営業損失76百万円

(前年同期は営業損失630百万円)、経常損失28百万円(前年同期は経常損失565百万円)、四半期純損失1

18百万円(前年同期は四半期純損失724百万円)となりました。 

 

当第２四半期連結累計期間の事業部門別販売実績 

                                                                 (単位：百万円,切捨て表示) 

    前第２四半期 

    連結累計期間 

H20.4.1～H20.9.30

    当第２四半期 

     連結累計期間 

H21.4.1～H21.9.30 

 

対前年同期比

                    期 別 

 

 

事業部門別 売上高   構成比 売上高 構成比    ％ 

ビジネスソリューション       4,434  59.3      3,634   58.0     △  18.0

コンシューマソリューション        503     6.7          866   13.8         72.1

ネットワークソリューション      1,369    18.3         714   11.4     △  47.8

サービス＆サポート       1,173    15.7       1,047    16.7     △  10.8

        合     計      7,481   100.0        6,262   100.0     △  16.3

        （うち輸出高）     (   72 ) ( 1.0)     (   42 ) ( 0.7)   (△  41.7)
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2. 連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

 

【資 産】 

総資産は前連結会計年度末に比べ799百万円減少し、17,065百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ176百万円減少し、10,200百万円となりました。主な増加は、現

金及び預金の増加381百万円であります。主な減少は、受取手形及び売掛金の減少374百万円、未収入

金の減少197百万円であります。 

  固定資産は前連結会計年度末に比べ623百万円減少し、6,864百万円となりました。主な減少は、長

期預金の減少355百万円であります。 

 

【負 債】 

負債は前連結会計年度末に比べ645百万円減少し、4,001百万円となりました。 

流動負債は前連結会計年度末に比べ389百万円減少し、2,848百万円となりました。主な減少は、支

払手形及び買掛金の減少271百万円であります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ256百万円減少し、1,152百万円となりました。主な減少は、長

期未払金の減少207百万円、退職給付引当金の減少81百万円であります。 

 

【純資産】 

  純資産は前連結会計年度末に比べ154百万円減少し、13,063百万円となりました。主な減少は、

利益剰余金の減少184百万円であります。 

 

(2) キャッシュ・フローの状況 

 

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末と比べ

382百万円増加し、5,038百万円となりました。 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、前年同期に比べ372百万円減少し、235百万円(前

年同期比61.2％減)となりました。これは主に、売上債権の増減額374百万円があったものの、ソフト

ウエア償却費246百万、仕入債務の減少額271百万円、長期未払金の減少額207百万円があったこと等に

よるものであります。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

投資活動によって得られたキャッシュ・フローは、221百万円(前年同期の投資活動によって使用さ

れたキャッシュ・フローは353百万円）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出17

2百万円、ソフトウエアの取得による支出136百万円があったものの、定期預金の払戻による収入413百

万円、投資有価証券の償還による収入200百万円があったこと等によるものであります。 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

財務活動によって使用されたキャッシュ・フローは、前年同期に比べ63百万円増加し、74百万円(前

年同期比555.2％)となりました。これは主に配当金の支払額66百万円があったこと等によるものであ

ります。 
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3. 連結業績予想に関する定性的情報 

売上高および利益については、平成21年11月11日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

第３四半期以降の国内経済は、一部の経済指標から在庫調整の一巡などによる景気底入れの兆しが

示されたものの、依然厳しい経営環境が続くものと予想されます。営業力の強化と更なる原価低減、

経費節減に努め、収益基盤の確立を図ってまいります。 

 
 

4. その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 
 
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  ①棚卸資産の評価方法 
    棚卸資産の簿価切り下げにあたっては、収益性が低下していることが明らかな棚卸資産につい

てのみ正味売却価格を見積り、簿価切下げを行っております。 
  ②税金費用の算定方法 
    法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 
 
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ①四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係 
    前第２四半期連結累計期間において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」含 

めていた「配当金の支払額」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記 
することとしております。なお、前第２四半期連結累計期間の「財務活動によるキャッシュ・フ
ロー」の「その他」に含まれる「配当金の支払額」は△２百万円であります。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,698 3,317

受取手形及び売掛金 3,779 4,154

有価証券 1,414 1,413

商品及び製品 386 414

仕掛品 317 222

原材料及び貯蔵品 437 414

その他 172 448

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 10,200 10,377

固定資産   

有形固定資産 2,082 2,025

無形固定資産 872 982

投資その他の資産   

投資有価証券 2,177 2,297

その他 1,733 2,183

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 3,909 4,479

固定資産合計 6,864 7,488

資産合計 17,065 17,865

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,674 1,945

短期借入金 40 40

未払法人税等 23 30

製品保証引当金 105 121

賞与引当金 137 132

その他 867 968

流動負債合計 2,848 3,238

固定負債   

退職給付引当金 74 155

役員退職慰労引当金 26 49

負ののれん 80 92

その他 971 1,111

固定負債合計 1,152 1,409

負債合計 4,001 4,647
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,909 4,909

資本剰余金 4,510 4,510

利益剰余金 3,854 4,039

自己株式 △411 △410

株主資本合計 12,863 13,048

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 179 132

評価・換算差額等合計 179 132

少数株主持分 21 36

純資産合計 13,063 13,217

負債純資産合計 17,065 17,865
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 7,481 6,262

売上原価 6,305 4,939

売上総利益 1,176 1,322

販売費及び一般管理費 1,806 1,399

営業損失（△） △630 △76

営業外収益   

受取利息 18 10

受取配当金 25 21

負ののれん償却額 11 11

その他 31 19

営業外収益合計 87 63

営業外費用   

支払利息 1 1

支払手数料 18 12

その他 2 1

営業外費用合計 22 14

経常損失（△） △565 △28

特別損失   

固定資産廃棄損 25 13

その他 2 －

特別損失合計 27 13

税金等調整前四半期純損失（△） △592 △41

法人税、住民税及び事業税 17 9

法人税等調整額 120 63

法人税等合計 137 73

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5 3

四半期純損失（△） △724 △118

8

㈱ナカヨ通信機(6715)　平成22年３月期　第２四半期決算短信

8



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △592 △41

減価償却費 190 154

ソフトウエア償却費 241 246

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 5

製品保証引当金の増減額（△は減少） △9 △15

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5 △81

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △171 △23

受取利息及び受取配当金 △44 △31

売上債権の増減額（△は増加） 2,140 374

たな卸資産の増減額（△は増加） △27 △89

仕入債務の増減額（△は減少） △729 △271

長期未払金の増減額（△は減少） 24 △207

その他 △384 162

小計 627 179

利息及び配当金の受取額 44 31

利息の支払額 △1 △1

法人税等の支払額 △61 △20

法人税等の還付額 0 46

営業活動によるキャッシュ・フロー 608 235

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △77 △57

定期預金の払戻による収入 132 413

投資有価証券の償還による収入 － 200

有形固定資産の取得による支出 △207 △172

ソフトウエアの取得による支出 △200 △136

その他 △0 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △353 221

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △8 －

配当金の支払額 － △66

その他 △3 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △11 △74

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 243 382

現金及び現金同等物の期首残高 4,508 4,655

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

109 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,862 5,038
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 
 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日) 

当社及び連結グループは有線および無線通信機器に関する製造販売の単一事業を営んでおり、事

業の種類別セグメント情報については該当事項はありません。  

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年９月 30 日) 

当社及び連結グループは有線および無線通信機器に関する製造販売の単一事業を営んでおり、事

業の種類別セグメント情報については該当事項はありません。  

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日) 

在外連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。  

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年９月 30 日) 

在外連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。  

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日) 

海外売上高が連結売上高の 10％未満のため海外売上高の記載を省略しております。  

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年９月 30 日) 

海外売上高が連結売上高の 10％未満のため海外売上高の記載を省略しております。  

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
該当事項はありません。 
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